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X線規格写真を研究資料として，水平位頭蓋輪郭線形態と，上歯列弓および apical base の位置なら
びに形態との関係を検討した。
水平位頭蓋輪郭線形態については，頭蓋正中線 (Y 軸)と， Y 軸の 2 等分線 (X 軸)とを基準平面
として， 20計測項目を設定し，計測値の分析を行った。
上歯列弓および apical base の Y 軸に対する位置については，正中口蓋縫合 (A-Pns) を用いて検




1. 主成分分析の結果，頭蓋輪郭線形態を示す20変数の変動は，第 1~第 4 主成分で 84.4% が，
また上歯列弓および apical base 形態を示すそれぞれ13変数の変動は，第 1~第 3 主成分で，いずれ
も 83.4% が説明できた。
2. それぞれの主成分の具体的な意味を検討した結果，頭蓋輪郭線形態から得た第 l 主成分は，従
来から述べられている頭蓋の平坦化を示すものであり 53.1 %が説明できた。
第 1~第 4 主成分を用いて判別分析を行った結果， C-1 タイプ(右側後頭部と左側前頭部に平坦
化を呈すもの)が26名， C-2 タイプ(左右が対称的なもの)が32名， C-3 タイプ(左側後頭部と
右側前頭部に平坦化を呈すもの)が20名であった。
3. C-1 タイプおよびC-3 タイプでは， C-2 タイプに比べ， A-Pns は， Y 軸に対して，後
頭部に平坦化のみられる側と同側への偏位あるいは傾斜を示した。
4. 上歯列弓および apical base の形態を示す 3 主成分は，それぞれ， 1) 小臼歯から同側の側切
歯にかけての部分の頬舌的あるいは唇舌的な位置が A-Pns に対し対称性のある変動を示す成分，
2 )形態に歪みはないが，全体として A-Pns に対し左右への偏f立を示す成分， 3) 前歯部と臼歯部
とが，それぞれA-Pns に対し反対方向への位置の変動を示し，全体として形態に左右への歪みを示
す成分であった。
5. 各被験者の頭蓋輪郭線形態，上歯列弓および apical base の形態に関する主成分スコアーを用
いて検討を行った結果 後頭部の平坦化の程度は，上歯列弓および apical base 形態のA-Pns に対す
る歪みの程度とのみ有意な相関を示した。








本研究は，水平位頭蓋輪郭線形態の非対称と上歯列弓およびその apical base の左右方向の位置な
らびに形態との関係を多変量解析法を応用して検討したものである。本研究により，上歯列弓および
apical base は，いずれも後頭部の平坦化を示す側とは反対側の臼歯部に交叉岐合を発現せしめるよ
うな位置的・形態的変化を呈することが はじめて明らかになった。この論文は 臼歯部交叉岐合の
原因論的立場から重要な知見を得た価値ある業績であり，さらに，この分析法は，頭項方向から脳頭
円ベUヮ“つ臼
蓋と顔面頭蓋との関連を X 線形態学的に検討する際に今後大いに役立ちうるものである。よって，本
研究者は，歯学博士の学位を得るに十分な資格があると認める。
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